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着したガスも同時に分解して，全体として連続点灯

と同程度以上の除去率が得られるものと考えられ

る．また，パルス周期が長くなると，消灯直後の比

較的大きな吸着量の占める割合が徐々に減少し，除

去率は照射率の値に近づくものと考えられる． 

図５，６でピーク位置が異なった理由は，前述し

たように比表面積の違いに起因したものと考えた

が，このモデルにおいても，比表面積が大きい場合，

OFF（LED消灯時）の吸着量も大きくなるので OFF時

間を長く設定することができた，と解釈できる． 

 ところで，硫化水素の分解試験では図８のとおり，

パルス照射時の除去率は，その周期によらず連続照

射の 50％を少し越える一定の値であった．この結果

は，硫化水素では酸化されたとき，硫酸イオン等に

なり，発生ガスによる吸着阻害がほとんどないこと，

また，消灯直後の吸着が極めて短時間に行われてい
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    図８ 硫化水素（1.9ppm）の除去率 

    （照射率 50%,TiO2:70℃,LED:365nm） 
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図９ 混合ガス（H2S,HCHO）の除去率 

      H2S:1.4ppm,HCHO:1.7ppm,照射率 50% 

ることが原因と考えられる． 

しかし，硫化水素とホルムアルデヒドの混合ガス

の実験では，ホルムアルデヒドの分解効率に連動し

て変化した（図９）．これは，硫化水素とホルムア

ルデヒドの二酸化チタンへの吸着速度が同程度であ

るために生じた現象と考えられる． 

一方，硫化水素と吸着速度の遅い酢酸エチルとの

混合ガスの実験では，硫化水素の除去率はパルス周

期によらず一定であった．その理由は，酢酸エチル

の吸着速度は遅く，パルス照射に影響を受けにくい

ためと思われる． 

 

3･4 ホルムアルデヒドの除去  

シックハウス症候群の主成分はホルムアルデヒド

であるが，環境基準が 0.08ppm と規定されているよ

うに低濃度での汚染が問題となっている．これまで

述べたように，TiO2光触媒の分解効率はガスの TiO2

への吸着速度に影響を受ける．従って，ガスが低濃

度になり，濃度差による駆動力が小さくなると除去

効率も低下する．ホルムアルデヒドの場合は，200Hz

の振動を付与して連続照射で実験を行ったところ，

3ppm 以上の濃度では 90%の除去率が得られたが，

0.5ppm になると 40%と急激に低下することが分った

（図 10）． 
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図 10 ホルムアルデヒドの除去効率（連続照射） 

 

しかし，パルス照射でその周期を 30ms程度に設定

すると，OFFタイムの吸着が有効に利用され 80%以上

の除去率となることが分かった．この場合も，パル

ス周期が数 msでは，除去率は再び低下した（図 11）． 

この現象は，OFFタイム時のガス吸着が，数 msとい 

連続照射 
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